
Sysmex Journal Web Vol.11 No.3 2010

S U M M A R Y

多項目自動血球分析装置XS-800iの評価および
上位機種XE-2100・XT-2000iとの比較
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多項目自動血球分析装置 XS-800i (以下，XS-800i；シスメックス社 ) は XSシリーズのオープン採血管測定モデ
ルである。小型で約 20μLの微量血液での CBC測定に加え，白血球分類測定が可能であり，中小検査施設や治
療現場に近い検査向けに開発された装置である。今回我々は，XS-800iについて，現在当検査室で使用している
多項目自動血球分析装置 XE-2100 (以下，XE-2100；シスメックス社 ) および多項目自動血球分析装置 XT-2000i 
(以下，XT-2000i；シスメックス社 ) との CBCの比較，白血球分類の評価を行った。

XS-800i，XE-2100，XT-2000iの 3機種でのCBC，白血球分類の相関は良好であった。XS-800iはWBC/BASOチャ
ンネル，NRBCチャンネル，IMIチャンネルが設定されていないため，白血病または有核赤血球数の多い新生児
検体では BASOが偽高値になることがあり，目視での確認が必要と思われた。
本装置は小型で微量血液測定可能な装置でありながら，白血球分類が測定可能な高性能および高機能を実現し
た装置であり，臨床に十分貢献できると考える。
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■は じ め に
多項目自動血球分析装置 XS-1000i ／ XS-800i 

(シスメックス社 ) は，小型で，約 20μLと非常に少
ない血液量での測定が可能な装置である。また，同社
の上位機種である多項目自動血球分析装置 XE-2100 

(以下，XE-2100；シスメックス社 ) と同様に，半導体
レーザーを用いたフローサイトメトリー法による白
�

血球数および白血球分類を可能にした装置である。今
回我々は，XSシリーズのオープン採血管測定モデル
XS-800iについて，現在当検査室で使用している
XE-2100 および XT-2000iとの CBCの比較，白血球分
類の評価を行ったので報告する。
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■測定原理と測定項目の比較
XE-2100，XT-2000iおよび XS-800iの測定原理と
測定項目を表１に示す。

■試　料
当院の臨床検査部に提出された患者 EDTA-2K 

(ベノジェクトⅡ真空採血管：テルモ社 ) 採血によ
る末梢血液を用いた。目視には末梢血液像標本 

(メイ・ギムザ染色 ) を用いた。

■方　法
 １ ．XE-2100，XT-2000iおよび目視法との相関

C B C  ( W B C，R B C，H b，H t，M C V，M C H，
MCHC，PLT ) では，XE-2100，XT-2000iとの相関を
求めた。白血球 5分類 ( NEUTRO，LYMPHO，MoC，
EOSINO，BASO ) では，XE-2100，XT-2000iおよび
目視法との相関を求めた。

 ２ ．XE-2100，XT-2000iとのフラグの一致率
Blast?，Immature Gran?，Left Shift?，Atypical Lympho?，

Abn Lympho/L_Blast?，NRBC?，WBC Abn Scattergram の
�

表１．測定原理
各フラグの一致率 {式： ( TP＋ TN ) ÷ ( TP＋ FN＋
FP＋ TN ) × 100}を求めた。

 ３ ．XE-2100，XT-2000iとの白血球分類の評価
と比較

白血球分類の評価は CLSI Document H20-A 1992に
従い，以下の方法で行った。
①目視法の判定基準は，芽球 ( BLAST ) 0.5％未満，
前骨髄球 ( PrMYC ) 0.5％未満，骨髄球 ( MYC ) 

1.0％未満，後骨髄球 ( MMYC ) 1.0％未満，桿状
核好中球 ( BAND ) 14.0％未満，異型リンパ球 

( ALYM ) 1.0％未満，分類不能細胞 (異常リンパ
球 ) 1.0％未満，有核赤血球 ( NRBC ) 1.0/100WBC

未満を正常とし，この範囲から逸脱した検体を
異常と判断した。
②白血球分類の感度・特異度は，上記の目視法の判
定基準をもとに正常・異常の検体を各々 100例と
なるよう選択し，Blast?，Immature Gran?，Left Shift?，
Atypical Lympho?，Abn Lympho/L_Blast?，NRBC?，
WBC Abn Scattergram のフラグを異常とした。目視
法は CLSI Document H20-A 1992に従い，技師 2名
により各標本を 200カウントした結果を用いた。
これらの結果から白血球分類の各フラグの一致率・
感度・特異度・偽陽性率・偽陰性率を求めた。
と測定項目



Sysmex Journal Web Vol.11 No.3 2010
 ４ ．新生児特定集中治療室 ( NICU ) における低出
生体重児を対象とした評価

①CBC ( WBC，RBC，Hb，Ht，MCV，MCH，
MCHC，PLT ) では，KX-21N (シスメックス社 ) 

との相関を求めた。白血球 5分類 ( NEUTRO，
LYMPHO，MoC，EOSINO，BASO ) では，目視
法との相関を求めた。
②低出生体重児 100例を対象に，Blast?，Immature 

Gran?，Left  Shift?，Atypical  Lympho?，Abn 

Lympho/L_Blast?，NRBC?，WBC Abn Scattergram 

のフラグについて，表２の異常判定基準に従い
目視法の結果との一致率を求めた。
�

表２．各フラグの
■結　果
 １ ．XE-2100，XT-2000iおよび目視法との相関

CBCの相関は，回帰直線の傾き 0.877～ 1.042，
相関係数 0.877～ 0.999と良好であった ( 図１)。白
血球 5分類の相関は，好塩基球 ( BASO ) を除いた回
帰直線が傾き0.971～1.012，相関係数0.970～0.997

と良好であった ( 図２)。BASOは他の項目に比べ値
が小さいため，回帰直線は傾き 0.327～ 0.804，相
関係数 0.502～ 0.749であった。また，白血球ス
キャッタグラム異常 ( WBC Abn Scattergram ) の発生
した一症例 ( 5日間 ) で，XE-2100，XT-2000i，目視
法に比べ，XS-800i で BASO が高値に乖離した 

( 表３)。
異常判定基準
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図１．XS-800i と XE-2100 および XT-2000i との相関 (CBC)
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表３．BASO 乖離一症例 ( フラグ；WBC Abn Scattergram)

図２．XS-800i と XE-2100，XT-2000i および目視法との相関 ( 白血球 5 分類 ) 
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 ２ ．XE-2100，XT-2000iとのフラグの一致率 
(表４)
�

表４．XE-2100，XT-2000i と
各フラグの一致率は 90％～ 99％と良好であった。
のフラグの一致率
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 ３ ．XE-2100，XT-2000iとの白血球分類の評価
と比較 (表５，６)

Blast?，Immature Gran?，Left Shift?，Atypical 

Lympho?，Abn Lympho/L_Blast?，NRBC?，WBC Abn 

Scattergram 各フラグの目視法との一致率は 83％～
98％と 3機種に差は見られず良好であった。感度は
NRBC?，WBC Abn Scattergramを除き 7％～ 93％と 3

機種に大きな差は見られなかった。NRBC?の感度は
�

表５．XS-800i，XE-2100，XT-2000i の目視法との一
13％であり，XT-2000iの 21％とほぼ同様の結果で
あったが，XE-2100の71％に比べ低い結果であった。
WBC Abn Scattergramにおいては XE-2100と XT-2000i
の 17％に比べ 75％と高い結果であった。特異度は
87％～ 100％，偽陽性率は 0％～ 13％と 3機種に差
は見られず良好であった。偽陰性率は NRBC?，WBC 

Abn Scattergramを除き 8％～ 93％と 3機種に差は見
られなかった。
致率・感度・特異度・偽陽性率・偽陰性率一覧表 
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表６．XS-800i フラグの一致率・感度・特異度・偽陽性率・偽陰性率
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 ４ ．低出生体重児におけるCBC・白血球5分類の
相関とフラグの一致率

① CBCの相関は，回帰直線の傾き 0.920～ 1.076，
相関係数 0.882～ 0.998と良好であった ( 図３)。
�

図３．低出生体重児の XS-800i と K

図４．低出生体重児の XS-800i と目視法
白血球 5分類の相関は，BASOを除いた回帰直
線の傾き0.633～0.883，相関係数0.787～0.949

と良好であった (図４)。BASOは回帰式y = 0.073x 

+ 0.94，相関係数 r = 0.050とバラツキを認めた。
X-21N との相関 (CBC) 

との相関 ( 白血球 5 分類 ) 
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②白血球分類の各フラグの目視法との一致率は
49％～ 98％であった ( 表 ７ )。Abn Lympho/
�0

表７．低出生体重児における XS-80
L_Blast?においては一致率 49％と低値であった。
0i フラグの一致率 (%) 
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■考　察
多項目自動血球分析装置 XS-800iは，小型ながら，
同社の上位機種である多項目自動血球分析装置
XE-2100および XT-2000iと同様に，半導体レーザー
を用いたフローサイトメトリー法による白血球数お
よび白血球分類を可能にした装置である１）。XE-2100

で約 130μL (マニュアルモード ) ２），XT-2000iで約
85μL (マニュアルモード ) ３）の必要血液量に比べ，
約 20μL１）と非常に少ない血液量で測定可能な装置
である。測定原理と測定項目は表１に示すように，
XE-2100 および XT-2000i では搭載されている，
WBC/BASOチャンネル，NRBCチャンネル，RET

チャンネル，IMIチャンネルを装備しないが，蛍光
検出器として APD ( Avalanche Photodiode ) を新しく採
用することで，小型かつ高性能を実現している１）。

CBC ( 8 項目 ) の相関は XE-2100，XT-2000i と
もに良好であった。白血球 5分類の相関は，BASO

を除いた 4 項目では，XE-2100，XT-2000i および
目視法ともに良好であった。BASO においては，
他の 4 項目に比べ値が小さいためバラツキが見
られたが，概ね良好であった。しかし，表３に
示 し たように白血球スキャッタグラム異常 

( WBC Abn Scattergram ) の発生した一症例で，
XE-2100，XT-2000i，目視法に比べ，XS-800i で BASO

が高値に乖離した。この検体は骨髄異形成症候群 

( MDS ) から赤白血病 ( FAB M6 ) に移行した症例で，
5/24～ 5/30の結果は BLAST 0.5％～ 5.5％，NRBC 

6.0/200 WBC ～ 10.8/200 WBCであった。白血病細胞
や NRBCが出現していることから，それらの細胞が
BASOに間違って測定されたと考えた。これは，
XE-2100，XT-2000i では BASO を測定するために
ストマトライザ -FB (Ⅱ ) 試薬を使用したWBC/BASO

チャンネルが装備され，他の白血球分類から独立さ
せた測定方法１～５）を採用しているが，XS-800iでは
WBC/BASOチャンネルを装備せず，従来のフローサ
イトメトリー法の DIFFチャンネルで，側方散乱光と
側方蛍光 (強度 ) のスキャッタグラムから BASOを検
出しているためであると思われた。

XE-2100，XT-2000i と の Blast?，Immature Gran?，
Left Shift?，Atypical Lympho?，Abn Lympho/L_Blast?，
��
NRBC?，WBC Abn Scattergram 各フラグの一致率は良
好であった。

CLSI Document H20-A 1992に従って行った白血球
分類の評価では，すべてのフラグおよび各フラグの
一致率，特異度および偽陽性率は 3機種に差は見ら
れず良好であった。XE-2100は NRBCチャンネルを
装備しているため NRBCの感度が高く，XS-800iと
XT-2000iは NRBC チャンネルを装備していない
ために，低い結果となったと考えられた。また，
WBC Abn Scattergramにおいては，今回の検討では
WBC Abn Scattergramの評価は BLAST 0.5％以上で解
析しており，XS-800iでは XE-2100と XT-2000iに比
べ，BLASTの存在する検体でWBC Abn Scattergram

が発生しやすい傾向にあることがわかった。
XS-800iは血液量が約 20μLと少ないことから，

NICUにおける低出生体重児を対象とした評価も
行った。その結果，CBCの相関は良好であった。白
血球 5分類の目視法との相関は，BASOを除いた 4

項目で良好であった。BASOにおいては他の 4項目
に比べ値が小さいためにバラツキが見られた。また，
NRBCが 146/200 WBCと多数出現している検体にお
いては，目視法では BASO 0.0％であったが XS-800i
では 6.6％と偽高値を示した。白血球分類の評価は，
すべてのフラグおよび各フラグでの一致率はほぼ満
足のいく結果であった。低出生体重児の正常リンパ
球は成人と比較し小型で幼若な形態を示すことから，
分析装置では Abn Lympho/L_Blast?に分類された。し
かし，目視法においては正常リンパ球に分類するこ
とから，Abn Lympho/L_Blast?においては一致率 49％
と低値ではあったが，臨床的に問題はないと考える。
また，低出生体重児では，NRBCが多数出現する検
体があり，成人と同様にWBC Abc Scattergramが発生
した検体については，末梢血液標本の確認の際に，
BASOの偽高値に注意する必要がある。
今回の検討において XS-800iは，XE-2100および

XT-2000iとほぼ同等の白血球分類を有していること
がわかった。また，採血が困難な患者や低出生体重
児で検体量が少ない患者にも，約 20μLで対応でき，
日常のスクリ－ニング検査として有用であることが
示された。
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■ま と め
多項目自動血球分析装置 XS-800iは，コンパクト
でしかも少量のサンプルで CBCに加え，白血球分類
も同時測定可能な分析装置である。上位機種
XE-2100および XT-2000iとの CBC，白血球分類の
相関，フラグの一致率は良好であり，日常検査に非
常に有用な装置であると考える。
��

Automated Hematology Analyzer XS-800i (hereinafter reffe

which uses the open type test tube. This instrument enables th

because of its small size and is used as POCT machine. XS-800

volume of blood (20μL) .

We evaluated CBC and 5-part differential WBC count by c

XE-2100 (Sysmex) and Automated Hematology Analyzer XT-20

The correlation of CBC and 5-part differential WBC count

leukemia patients or neonatals who have high nucleated RBC

WBC/BASO, NRBC, IMI modes are not installed in XS-800i.
Since XS-800i achieved high performance including 5-part

concluded that this instrument sufficiently contributes to clinical
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